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医学生のWorkLife Balance (WLB)意識調査 (2015.3.......4) 
平均年齢:22歳 性別:全員女性 回答人数:106名 (H27年度本学医学部4年生)
Q 1. あなた自身は卒後 10年目の時に医師として仕事を続けていたいと思っていますか?
今の自分の気持ちに最も近い番号を 1つ選んで書いてください。
①続けていたい気持ちがとても強い 77怖
②できれば続けていたい 22略
③できれば続けていたくない O略
④続けていたくない気持ちがとても強い O覧
⑤わからない O.側
.01-1 
ロ01-2
ロQ1圃3・Q1・4
口Q1・5
Q2. あなた自身の卒後 10年呂の仕事の取り組み方として、どのスタイルをイメージして
いますか?今の自分のイメージに最も近い番号を 1つ選んで書いてください。
①常勤でフルタイム 67略
②非常勤で週に3....4日 32弘
③非常勤で週に 1....2日 0.9首
④不定期に臨時のアルバイト O覧
⑤仕事はしていない O首
.02-1 
口02-2
臼Q2・3
・Q2・4
口Q2・5
Q3. あなた自身が卒後 10年固までにしたい(または開始したい)番号を全て書いてください。 Oはいく
つ選んでもよく、「⑮その他」は具体的な内容を記載してください。
①医師として必要な基本的知識やスキルを身につける 98首
②医師として必要な専門的知識やスキルを身につける 91覧
③自分に必要な専門医・認定医を取得する 77弘
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Q 4. r女性がフルタイムで働く」というロールモデルがあなたの身近にいる場合には、
該当する番号を全て書いてください。
①母親 25略
②姉 5.7略
③叔母、祖母、いとこなどの親戚 2弘
④地域(近所)の知り合い 4.7略
⑤①から④以外の知人や友人 13略
⑥その他 2.8協
⑦特にロールモデルはいない 43略
04・7
04・6
04・5
04-4 
04・3
04-2 
04・1
O 10 20 30 40 
Q5. 母親が20....40歳代の頃(あなたが幼少期~学童期(中学入学まで))の就業状況に
ついて、最も近い番号を 1つ選んで書いてください。
①常勤でフルタイム 25略
②非常勤で週に3....4日 18略
③非常勤で週に 1....2日 8.6略
④不定期に臨時のアルバイト1.9略
⑤仕事はしていなかった 47覧
-Q5・1
口Q5・2
05・3・05・4
口05る
Q6. あなたの幼少期~学童期(中学入学まで)において、自分の母親の教育に対する
理解・協力・経済的支援・熱心さなど(仮に「教育エネルギー」とします)として、
最も近い番号を 1つ選んで書いてください。
50 
①非常に教育エネルギーが強かった 51略
②比較的教育エネルギーが強かった 36覧
③どちらとも言えない 1協
④比較的教育エネルギーが弱かった o.側
⑤ほとんど教育エネルギーがなかった o.側
.06・1
口06・2
06・3
-38 -
・06-4
ロ06・5
Q7. あなたの幼少期~学童期(中学入学まで)において、自分の父親の教育に対する
理解・協力・経済的支援・熱心さなど(仮に「教育エネルギーj とします)として、
最も近い番号を 1つ選んで書いてください。
①非常に教育エネルギーが強かった 25略
②比較的教育エネルギーが強かった 39略
③どちらとも言えない 25略
④比較的教育エネルギーが弱かった 7.日
⑤ほとんど教育エネルギーがなかった 2.側
.Q7・1
口Q7・2
ロQ7・3・Q7・4
口Q7圃5
Q8. 仕事とプライベートの両立について、気になることや不安に思うことや意見などがあれば自由に記
載してください。
自由記載の中で、仕事と家庭の両立に何ら
かの不安を感じていると記載があった人
数をカウント，
学年全体、ロールモデルがいないグループ
および母親が専業主婦のグループにおけ
る不安者の割合を比較.
-学年全体 29覧
.ロールモデル不在 35覧
・母親専業主婦 37覧
仕事と家庭の露立に不安あり
母親専業主婦
ロー Jレモデル不在
学年全体
G 10 20 30 
Q 1 O. 男は仕事、女は家事・育児という考えについて賛成か反対かを選択してください。
① 賛成 6.7略
② 反対 93.3拡
回賛成
口反対
-39-
40 
Q9. あなたが育った家庭における様々な仕事をそれぞれ 100%とした場合、母親・父親・子供・その他
の人が、およそ何%ずつ担当していたかを書いてください。
*下記の結果は各項目における母親の分担割合
①食事の準備 81判
②洗濯 79弘
③子供の保育園・幼稚園・学校などでの仕事(保護者会役員など)79首
④室内の掃除 73首
⑤日常の買い物 73略
⑥食後の片付け 69首
⑦日常の育児 66略
⑧近所、地域の役割分担(ゴミ当番や町内会幹事など)58首
⑨屋外の掃除 57明
⑩祖父母の介護 29免
祖父母の介護
屋外の清掃
近所、地域の役割分担
日常の育児
食事の片付け
日常の買い物
室内の掃除
子供の学校等の仕事
;先j歪
食事の準備
O 20 40 60 80 100 
下記の結果は母親就労グループと専業主婦グループ別の各項目における母親の分担割合
祖父母の介護
屋外の清掃
近所、地域の役割分担
日常の育児
食事の片付け
日常の買い物
室内の掃除
子供の学校等の仕事
洗濯
食事の準備
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口母親就労
・母親専業主婦
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